
                                                                                                                                                                                                                                                               
                                                                                                                                                                                                                                                            
                                                                                                                                                                                                                                        
                                                                                                                                                                               
                                                                                                                                                                                                                                                                                         
                                                                                                                                                                                                                                                                                      
                                                                               
 
 
 

 

 

 

 
 

日時  ：  ２０１２年１１月１３日（火） 

場所  ：  ハイアットリージェンシー東京 

        Ｂ１センチュリールーム 

 

＜式典＞ 

 

◎司会         グループ幹事 田村 重己 

 

◎開会点鐘           ガバナー補佐 千葉 孝良           

                                            

◎国歌斉唱・ロータリーソング 「奉仕の理想」 

                  ソングリーダー 沖田 富之 

                  ピアノ伴奏  池田みさ子様 

 

◎開会挨拶            ガバナー補佐 千葉 孝良 

本日は佐久間ガバナーを始め、舟木ガバナーエレクト、小

粥ガバナーノミニー他大勢の地区役員をご来賓として、 

またグループ内ロータリアンの多数のご参加を戴きここに 

ＩＭを開催できますことを感謝申し上げます。 

 

◎歓迎挨拶           IM実行委員長 河野 道雄 

 

◎来賓・参加クラブ紹介    ガバナー補佐 千葉 孝良 

 

◎ガバナー挨拶           佐久間宗源 ガバナー 

 

東グループ内公式訪問の際には

各クラブとも、あたたかくお迎え頂

きまして、有難う御座いました。そ

れぞれのクラブが切磋琢磨し地域

奉仕にご努力されているご様子を

拝見致しました。また他には見ら

れないグループ内の結束の強さを

感じました。本日は皆様と一緒にＩＭを楽しもうと思い

ます。どうぞ宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎メジャードナーの表彰 

門馬光直会員         東京調布ロータリー・クラブ 

★★★ 休 憩 ★★★ 

 

＜記念講演＞  

 「地球社会の持続的発展のための宇宙技術 」 

    国連宇宙空間平和利用委員会 議長 堀川 康 様 

米、ソ冷戦時代に始まった

宇宙開発競争ですが51年

のスプートニック、67年の

ガガーリン宇宙飛行士を

乗せた初の有人衛星など

ソビエトの先行時代が続き、

米国もＮＡＳＡのＡＰＯＬＬＯ

計画における人類初の月面着陸69年、スカイラブ計画７３

年における長期宇宙滞在、更に宇宙往還機スペースシャ

トルなど実現させました。今や宇宙開発は国際協力のもと、

宇宙空間の平和利用の時代に入りました。 

日本の宇宙航空開発は 55 年の糸川先生のペンシルロケ

ットの発射実験に始まり、日本独自に開発してきたロケット

技術を発展させ効率的でより信頼性の高い基幹ロケットシ

ステムの成功の上にあります。日本初の国産ロケットによ

る人工衛星打ち上げは宇宙開発事業団による 70年（内之

浦）からです。宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）は2008年4

月から5ケ年計画の第2期中期計画期間に入りました。 

第2期中期計画では 

（１）衛星を利用した温暖化、気候変動など地球環境の観

測、災害発生時の被災地域の監視、通信、位置情報の

精度と利便性を高める測位 

（２）宇宙科学研究における世界的な研究成果の創出 

（３）宇宙探査を通じた人類の知的要求の充足と活動領域 

の拡大 

（４）日本初の軌道上実験施設「きぼう」の利用と物資補給 

による国際宇宙ステーション計画の推進。 

（５）宇宙輸送系の維持、発展による必要な時に独自に宇

宙にアクセスできる能力の確保。 

（６）航空科学技術の研究開発を通じて社会からの要請を

踏まえた課題の解決。 
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国際ロータリー第２７５０地区   

東京多摩グリーンロータリー・クラブ 
        ２０１２～２０１３年度 

 

全員積極参加でロータリーを楽しもう！ 
                 

 

 



（７）宇宙航空技術基盤の強化。 

（８）教育活動及び人材の交流、産業界、関係機関、大学と 

の連携、協力、国際協力の推進。 

により、安全で豊かな社会、人類の平和と幸福のために

役立てるよう、宇宙、航空が持つ大きな可能性を追求し、

様々な研究開発に挑んでいます。 

また、宇宙空間とは地球の大気圏は含まず、東京から熱

海の距離・凡そ１００ｋｍから上空をの範囲を云います。 

宇宙ステ－ションは東京から京都の距離、凡そ４００ｋｍ.

の上空を回っております。３６，０００ｋｍ上空の宇宙船は

地球の回転と合い静止衛星となります。（中略） 

宇宙開発競争が活発になるに従い、各国の打ちあげた衛

星やロケットの残骸（塵）が大きな問題となりつつあります。

直径１ｍｍ以上の塵は数千万個と推定され、各国は情報

の公正な公開をして、安全な宇宙空間の開発に取り組む

よう協定が出来ております。ＪＡＸＡは２００８年に成立した

宇宙基本法をうけて宇宙基本計画を策定し、総合的戦略

のもと、宇宙開発利用を推進しております。 

・地球の変化をとらえ、環境問題の原因を探る。 

・災害時の状況把握や通信技術の提供。 

・山間地や高層ビル街をくまなくカバーする衛星測位シス

テムの整備に向け、軌道上実験を実施する。 

・宇宙ステーションを運用して各種の実験、観測を行う 

・宇宙ステーション補給機の開発・運用技術を確立し、日本

の責任を果たす。 

以上を目標として、今後、年間１機程度の「こうのとり」を打

ち上げる予定です。 

 

質疑応答 （斎藤誠壽会員） 

Ｑ ：人工衛星を利用しての電離層の変化の観測など、地 

震予知に関する技術の進展は？ 

Ａ ：現段階では地震予知に関して目立つ成果はありませ

ん。発生した際の被害状況の把握、地殻の変動状況

データーの提供に留まっています。 

Ｑ ：人工衛星のマイナス面での利用は？ 

Ａ ：戦争とかテロなどのマイナス的利用を防ぐために、知

りえた全ての情報を公正に公開し合うことが、国際宇

宙会議（ＩＡＣ）に於いて提唱されております。 

 

◎謝辞            東京狛江RC会長 加藤 哲夫 

 

◎閉会点鐘           ガバナー補佐 千葉 孝良 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★★ 休憩 移動 ★★★ 

 

 

＜懇親会＞ 

 

◎司会               グループ幹事 田村 重己 

◎開会挨拶            ガバナー補佐 千葉 孝良 

◎乾杯             小粥 定美ガバナー・ノミニー 

 

◎演奏   アルゼンチンタンゴ  

           池田みさ子とロス・アミーゴス 

 

★★★ロータリーソング「手に手つないで」★★★ 

                 ソングリーダー 沖田 富之 

 

◎閉会の挨拶       IM副実行委員長  栗山 正美         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 委員会報告 】 

 

◎出席報告              出席奨励委員長会  

会員総数                      34名 

出席義務者数                   24名 

出席義務免除者               10名 

出席者数 出席義務者           12名 

出席義務免除者 （事前ＭＵ１名）      6名           

計                     18名 

出席率   18/30   = 60．00％ 

第1034回例会（10/31）訂正出席率 77．42％ 
（今週の担当： 遠藤 二郎） 


